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認知症になっても『自分で決める』

その人中心のケアの実現のために・・・
～かながわLTCネットワーク設立までの経緯について～

オンライン施設ケアカフェ 令和７年７月２５日（金）19：00～21：00
一般社団法人神奈川オレンジネットワーク

神奈川県認知症介護指導者連絡会
神奈川県看護指導者会

神奈川県認知症介護指導者連絡会 会長
横須賀老人ホーム 理事（兼）所長

佐野 芳彦

パーソン・センタード・ケアは本人の価値観・生き方・
『その人らしさを大切にしたケア』

認知症ケアにおける最も重要な概念であり、「意思決定
支援」と深くつながっている。

（本日のテーマ）

その人中心のケア（パーソン・センタード・ケア）
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① これまでは「本人の代わりに誰かが判断す

る」が多く、本人の意思が軽視されがち

だった。

② 介護保険施設においては、本人の意思をど

う尊重していくかが大きな課題となってい

る。

（本日のテーマ）

認知症になっても『自分で決める』

認知症基本法は、

「できる限り自分で決める」
「決めるための支援を受けられる」

ことを位置づけている。

（意思決定支援を支える法制度の現状）

共生社会の実現を推進するための認知症基本法（２０２３年）
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認知症の人の持っている能力を
最大限に活かし、自分の望む選択
を周囲が尊重して支えていくプロ
セス

編集 認知症介護実践研修テキスト編集委員会 「認知症介護実践標準テキスト～実践リーダー編～」中央法規 ２０２２年 Ｐ７７

認知症の人の『意思決定支援』とは・・・

人は誰でも、自分の人生のことを自分で決

めたいという「自己決定の欲求」を持っている。

認知症になっても「自分の意思を尊重された

い」という気持ちは残っている。

『自分で決める』ことの意味
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①自己決定
本人が自ら意思を表明し、決定する。

②推定意思に基づく決定
本人の過去の価値観や行動から意思を推定し、“この人ならどうした

いか”を支援者が判断。 

③最善の利益に基づく決定
推定も難しい場合に、本人の安全・健康・尊厳を考慮して支援者が判

断。

『意思決定支援』の３つの枠組み

①本人にも好きな事、嫌いな事、生活に関する意向、これまで
の生活の中で大切にしてきたことを確認。

②本人が施設入所を希望していない場合など、家族の意思決定が
優先されている現状がある。
→ただ、本人の気持ちへの配慮も必要である
ことを説明し、入所前に、本人と家族で直接
お話をして頂く機会の提案は行っている。

神奈川県高齢者福祉施設協議会横須賀地区福祉連絡会施設長会アンケート：R7.6.9～R7.7.10）

（意思決定支援の施設の現状）
Q1）入所になる際の意思決定支援について、どのように実践されていますか？

（一部紹介）
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① 言葉でのコミュニケーションが難しい方については、本人の表情
などを見ながら、本人がどのように感じているのかを読み取るよ
うに努力している。

② 入所しても在宅生活で行ってきたことをできるだけ続けることを
大切にしたいと考えているが、現状ではできていないことが多い。

③ ご利用者に声掛けを行っていますが、職員の判断で
動いていることが多い。

神奈川県高齢者福祉施設協議会横須賀地区福祉連絡会施設長会アンケート：R7.6.9～R7.7.10

（意思決定支援の施設の現状）
Q２）日常生活上での意思決定支援について、どのように実践されていますか？

（一部紹介）

①入所時と看取り期に急変時の対応・延命処置についての確認と看取り期
になった際の対応について、最後はどこで看取りを希望されるかの確認
をして、ご希望に添っての実践している。

②看取り期では、本人の状態と家族の想いに差があり、職員としてどうし
ていいか悩むことがある。例えば、本人は食事ができない状態であるが、
家族は「食べさせてほしい」。スタッフは本人が元々食べることが好き
だった方であるも状態を考えると判断が難しい。

神奈川県高齢者福祉施設協議会横須賀地区福祉連絡会施設長会アンケート：R7.6.9～R7.7.10）

（意思決定支援の施設の現状）
Q３）看取り期での意思決定支援について、どのように実践されていますか？

（一部紹介）
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①本人が意思を表明する機会がまだ十分とは言え
ない。

②職種間や家族との情報共有が不十分である。

横須賀地区施設長会職員のアンケート結果からみえた
意思決定支援の課題

事例で学ぶ 福祉専門職のための意思決定支援ガイドブック P１４

①本人の意思がわからない
           意思・希望が曖昧、未形成
           意思・希望が不安定

本人の意思を受け止める手立てがない

②本人の意思決定能力があるかどうかわからない
意思がない（不明瞭）と判断し代理代行決定に移るのが早い

③意思決定に対する葛藤（コンフリクト）が生じている
本人と周囲の葛藤
意思決定者の希望が、実現可能性が低い
意思決定者の希望は危険だ
周囲どうしの葛藤

何が意思決定支援を阻んでいるのか？
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「どう関わればよいか」など、判断が難しいケースが多く存在していた。
支援者や家族が共通の考え方に基づき行動できるよう、統一的なガイド
ラインの必要性が高まった。

認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援
ガイドライン（第２版）～令和７年３月

ガイドラインでは、認知症があっても、『意思形成』『意思表明』
『意思実現』のプロセスを支援し、人としての尊厳を尊重しながら生活
を送れる社会を実現することを目指している。

① 本人の好きなこと、嫌いなことを知らないと意思決定支援は始
まらない。

② 本人に代わって決めるのは最後の手段。判断できないのではな
く、想いを形にするのが苦手かも。「今は決められない」とい
う選択肢も大切にする。

③ 自分が選んだことが実現されると、それは本人の生きる力にな
る。

『意思決定支援』で大切にしたいこと

「表明された意思」や「推定される意思」
を尊重する姿勢から始める。
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①感染症対策が優先され閉鎖的な環境が作られた。

②介護職不足を背景として、職員の倫理観を持ったケア

が十分できないといったジレンマを生み出している。

③他施設職員との関りが少なく、結果として各施設が不

適切ケアなどの課題の解決策が見いだせない。

かながわLTCネットワーク設立経緯
～介護施設の現状～

① 認知症の人や介護職員の願いが叶えられる介
護の研修会の開催

② 施設職員の悩みを語り合う場を造り、士気を
高めていく

③ 認知症当事者やご家族からご意見をいただく
機会を持つなどの活動を通して、施設の課題
解決の一助となるために「かながわLTCネッ
トワーク」を立ち上げたいと考えた

かながわLTCネットワーク設立趣意書
～令和６年１１月１０日～

【設立代表者】
神奈川オレンジネットワーク理事
神奈川県認知症介護指導者連絡会顧問 松浦美知代
【設立協力者】
神奈川県認知症介護指導者連絡会 佐野・嘉山
【実施団体】
神奈川県認知症介護指導者連絡会
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「LTC」とはロング・ターム・ケアの略。

➢ロング・ターム・ケアとは、長期ケア施設
（特養・老健・療養型・グループホーム
等）でのケアを指す。

かながわLTCネットワーク設立経緯
～ネーミング～

【目的】
ＬＴＣを担っている職員を対象に研修を開催し。リアクションやアンケートから現
場で求めているニーズを明らかにし、今後のＬＴＣネットワークの活動を考察する。

【方法】
LTC初回研修として「認知症の理解の変遷と施設ケア」をテーマに、①認知症基本
法が施設Careに与える影響 ②ICFの理論を基盤とした認知症Care、③意思決定支
援を可能にする環境調整とは、などを説明した。

かながわLTCネットワーク取り組み①
～令和６年度横須賀地区福祉連絡会介護技術研修会 36名出席 R7.2.３～

「かながわLTCネットワーク研修の評価から活動の姿を考察する」 松浦 美知代 令和７年７月１日
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【結果（アンケートより）】回収率は100％。
①現場で活用できる内容が聞けた。②職員主導の感覚的対応をしていたことに気づけた。③困った行
動には背景に欲求がある。多面的に考える必要性を知った ④困った時こそゼロから見直そうと思っ
た ⑤日常倫理を基盤として意思決定支援の機会を増やしていきたい ⑥上司への期待と望む姿など
が受講生の声として示された。

【考察】
傾聴姿勢が真摯で意欲を強く感じた。説明に合致する利用者を視野に入れHowe―twoを獲得しよう
とする姿勢が示された。施設のルールや行政の基準が利用者主体のCareを阻んでいること、ゼロベー
スで利用者を再評価することや多職種でアセスメントを協働することの重要性も示された。さらに学
んだ知見や見識を現場で行かしていきたいとの前向きな意見も目立ったことに期待が高まる。今後の
テーマとして他職種と連携が示された。

【結 語】
研修を目的化せず、利用者、職員双方が望む暮らしが実現できる社会の

創造に向けできるところから、共感し合える仲間と研鑽を重ね、具体的な
活動を前に進めていきたい。

かながわLTCネットワーク取り組み②
～令和６年度横須賀地区福祉連絡会介護技術研修会 36名出席 R7.2.３～

「かながわLTCネットワーク研修の評価から活動の姿を考察する」 松浦 美知代 令和７年７月１日

かながわLTCネットワーク取り組み③
～（R7.2.３）研修３ヶ月後のアンケート（一部紹介） １３名 回収率３６％～

実践できた

２３％

まあまあ実践できた

３８％

あまりできな

かった

31%

できなかった０％ 無記名8%

Q 研修で学んだことを実践に活かすことができましたか？

実践できた＋まあま実践できた ６１％
あまりできなかった ３１％

①いきなり職員が介助するのではなく、本
人が自力で食べられるのかどうかを再確
認した。

②今回の研修を受けて、認知症の方の意思
決定支援能力を引き出すことを心がけて
います。

③排便調整については医師や看護師との関
係もあり、あまり実践できていません。
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令和７年４月２２日に『神奈川
県高齢協横須賀地区施設長会』に
提案し、協力をいただくことに
なった。

『かながわLTCネットワーク
（横須賀版）』

かながわLTCネットワークの取り組み④
～令和７年４月２２日～

『かながわLTCネットワーク（横須
賀版）』スタート。

合言葉は・・・
『現場職員同士のネットワーク作り、
悩みを一緒に乗り越えよう』

【内容】
①自己紹介
②アンケートの共有
③本音トーク
④今後に向けて

かながわLTCネットワーク（横須賀版）
～令和７年７月１１日～
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かながわLTCネットワーク（横須賀版）：本音トーク
～令和７年７月１１日（金）：８施設２９名参加＋認知症介護指導者７名～

①感情失禁がある利用者、近づきすぎてもダメだし、遠目にみ
る事しかできない。タイミングによっては職員に手を挙げて
しまう。

②落ち着かない利用者と一緒に過ごすと落ち着くが、他者の対
応があり付き添いことができない。

③利用者との向き合えていない。

④まずはアセスメント！

⑤介護と事務所が相談しやすい雰囲気。

⑥ルールは最小限でいいのでは。

介護スタッフ

５５％（１６名）

看護師

７％

（２名）機能訓練指導員

４％（１名）

管理栄養士

４％（１名）

その他

10%

（３名）

ケアマネ

１０％

（３名）

生活相談員

10%

（３名）

Q１ あなたの職種は？

かながわLTCネットワーク（横須賀版）：アンケート
～令和７年７月１１日（金）：８施設２９名参加＋認知症介護指導者７名～

2025/07/25

12



2025/7/25

13

Q2 「本音トーク」では、グループ内でご自身の話ができましたか？

できた ９３％

２７名

できなかった

０％ ０名 その他

３．５％ １名

できた できなかった 両方に〇 その他

両方に〇
３．５％ １名

かながわLTCネットワーク（横須賀版）：アンケート
～令和７年７月１１日（金）：８施設２９名参加＋認知症介護指導者７名～

Q3 本日の研修で、学びはありましたか？

あった ２９名

１００％

①どの悩みも、パーソンセンタードケア
が実践でき、問題点を共感できれば解
決策を見つけていくことができると感
じた。

②自分の悩みと他施設の方が同じ悩みを持
ち、解決していくヒントを得られたので、
とてもよかったです（ケアの統一や情報
共有）。

かながわLTCネットワーク（横須賀版）：アンケート
～令和７年７月１１日（金）：８施設２９名参加＋認知症介護指導者７名～
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Q4本日の研修での学びをふまえ、今後に生かせることがありますか？
ある：28名・ない：0名・記入なし：1名

ある９７％

２８名

記入なし

３％ １名

①利用者をよく知りたいと思う心が
大切である。

②悩みを話し合えることは、すごく
良いと思いました。グチではなく、
前向きに考えていきたい。

かながわLTCネットワーク（横須賀版）：アンケート
～令和７年７月１１日（金）：８施設２９名参加＋認知症介護指導者７名～

① 横須賀地域からスタートしたが、特養職員のみの参加であったので、横須

賀市内の老健やグループホーム、小規模多機能（令和７年７月２８日提案

予定）能などに活動を広げたい。

② 横須賀地域の施設職員だけではなく、地域住民の皆様にも活動を知っても

らいたい。令和７年１０月３０日に社会福祉協議会の研修会にて、地域住

民の方に「認知症共生社会に向けた地域づくりとLTCネットワーク」につ

いてお話をする予定。

③ 横須賀地域だけではなく、皆様の活動する地域にも活動を広げたい。

④ 神奈川県看護指導者会との連携を図っていきたい。

⑤ 施設、在宅の枠を超えた共生社会つくりの一助になりたい。

『かながわLTCネットワーク』の今後の方向性
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認知症になっても、本人の意思を尊
重した支援を実現し、自分らしく暮ら
せる社会を作るために、職種の壁や施
設・在宅の枠を超えたネットワークを
皆で一緒に作っていきましょう！！

結語
～問題解決型支援（BPSDケア）から本人の想いから始める支援（意思決定支援）へ～

 

神奈川県認知症介護指導者連絡会 | あたたかくつなぎ、ともに生きる https://k-nintishou-shidousha.link/

本日の佐野の資料は、『神奈川県認知症介護指導者連絡会』のホー
ムページで７/２６（土）の９：００に公開させていただきます。

①神奈川県認知症介護指導者連絡会ホームページ検索
②お知らせクリック
③研修資料クリック
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本日少し触れさせていただいた、

『意思決定支援』について
は・・・

令和７年８月２４日（日）で開
催される

『世界アルツハイマーデー（認
知症の日）講演会』でもう少し
深掘りさせていただきます。ご
参加、お待ちしております。
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医科大学臨床看護学講座老年看護学 鈴木みずえ 金盛琢也 内藤智義 稲垣圭吾

➢「認知症の理解の変遷と施設ケア」令和７年２月３日 講義資料 松浦 美知代

➢「かながわLTCネットワーク研修の評価から活動の姿を考察する」令和７年７月１日
松浦 美知代
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